
総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○

汎用的技能
【論理的思考力】

○ ○

総合評価割合 30 30 5 15 10 10

学習・教育到達目標 （G）① JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
②

漢字テストで８割以上正
答できる。

漢字テストで７割以上正
答できる。

漢字テストで６割以上正
答できる。

漢字テストで5割しか正
答できない。

到達目標
③

レポートを指定の形式
で、かつ説得力ある文章
で書ける。

レポートを指定の形式で
書ける。

レポートを指定の字数で
書ける。

レポートを提出できな
い。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

復習カードに、要点を適
切な説明文で３行以上、
３つ書ける。

復習カードに、要点を３
行以上、２つ書ける。

復習カードに、要点を箇
条書きで３行以上、３つ
書ける。

復習カードが提出できな
い。

通年 60 時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　薄井　信治

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

・文章や詩歌の背景と要点を理解でき、短い説明文が書ける（復習カード、定期試験）
・常用漢字の読み書きができる（小テスト）
・詩歌の鑑賞文を指定の形式で書ける。原稿用紙５枚の読書感想文が書ける。年間２０冊以上の本を
読み、「一行感想カード」と「４行読書感想カード」が書ける、スピーチメモが書ける（レポート）
・問題の考え方や解き方を身に付ける（定期試験、口頭試問、復習カード）

第2学年
機械工学科
電気工学科

制御情報工学科
履修 2 単位 必修 講義

科目名 国語Ⅱ（現代文・漢文）　（JapaneseⅡ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



学　習　上　の　留　意　点

　教科書とノートを忘れずに持って来なければならない。そうしなければ、教科書本文から答えを探す問題や前回ノートに書
いたことを答える問題ができずに、口頭試問点が減点になる。
　「小テスト」は、漢字テストが中心である。
　「その他」は「復習カードの提出」である。授業のポイントを３行程度の短い説明文にすることで、要点をまとめる力、短文を
書く力を身につけてもらいたい。
※注意
　国語Ⅱ（３単位）の最終成績は、国語Ⅱ（現代文・漢文）と国語Ⅱ（古文）を２：１として評価する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

　授業では、教科書を読む、説明を聞く、ノートをとる、問題を考える、指名されて答える、をほぼ同時に行う。同時に行うこと
で、脳を活性化させていこう。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 国語Ⅰ

教科書 「高等学校現代文B」（第一学習社）、「高等学校古典B」（第一学習社）

補助教材等 「ステップアップ高校漢字問題集」（東京書籍）、「カラー版新国語便覧」（第一学習社）



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

（復習）復習カードを書く。

前期末試験

答案返却・解説
表現（１）

試験解説により、問題の解き方の理解を深めること
ができる。
読書感想文の書き方を理解できる。

答案返却・解説
評論（２）①

試験解説により、問題の解き方の理解を深めること
ができる。

小林隆「日本語史の『当たり前』」をもとに評論の読
解の仕方を理解する。

パラグラフ・リーディングができる
・全体の構造が理解できる
・論理マーカーを利用して、パラグラフの論理構造
を理解できる
・指示語の指示内容を説明できる
・キーワードを説明できる
・トピック・センテンスとトピックを理解できる
・筆者の意見を要約できる

（復習）復習カードを書く。

評論（２）② （復習）復習カードを書く。

評論（２）③ （復習）復習カードを書く。

評論（３）④ （復習）復習カードを書く。

評論（４）⑤

短歌① 短歌の読解の仕方を理解し、鑑賞文を書くことがで
きる。

・日本語のリズムを理解し、そのリズムで音読でき
る
・文法事項を理解し、短歌を正確に鑑賞できる
・鑑賞文を指定の様式で書くことができる

（復習）復習カードを書く。

短歌② （復習）復習カードを書く。
短歌の鑑賞文を書く。

前期中間試験

（復習）復習カードを書く。

漢文（故事・寓話）① 「推敲」「嬰逆鱗」をもとに訓読漢文の読み方を身に
付ける。

・訓読漢文を音読できる
・背景を理解できる
・句法を正確に理解し、適切な日本語で現代語訳
できる。
・復文ができる

（復習）復習カードを書く。

漢文（故事・寓話）② （復習）復習カードを書く。

漢文（故事・寓話）③ （復習）復習カードを書く。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
評論（１）①

国語の授業の進め方、ノートのとり方などについて理解で
きる。田中真知「『美しい』を探す旅に出よう」を読んで随
想の読み方を理解する。
パラグラフ・リーディングができる
・全体の構造が理解できる
・論理マーカーを利用して、パラグラフの論理構造を理解
できる
・指示語の指示内容を説明できる
・キーワードを説明できる
・トピック・センテンスとトピックを理解できる
・筆者の意見を要約できる

（復習）復習カードを書く。

評論（１）② （復習）復習カードを書く。

評論（１）③



回

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

学年末試験

答案返却・解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

試験解説により、問題の解き方の理解を深めること
ができる。

総　授　業　時　間　数 60 時間

評論（４）① 住原則也「『グローバル化』の中の異文化理解」を
もとに評論文の読み方を深める。

パラグラフ・リーディングができる
・全体の構造が理解できる
・論理マーカーを利用して、パラグラフの論理構造
を理解できる
・指示語の指示内容を説明できる
・キーワードを説明できる
・トピック・センテンスとトピックを理解できる
・筆者の意見を要約できる

（復習）復習カードを書く。

評論（４）② （復習）復習カードを書く。

評論（４）③ （復習）復習カードを書く。

答案返却・解説
漢文（名家の文章）①

試験解説により、問題の解き方の理解を深めること
ができる。

韓愈「雑説」を読んで、古文の読み方を理解する。

・訓読漢文を音読できる
・背景を理解できる
・句法を正確に理解し、適切な日本語で現代語訳
できる。
・復文ができる

（復習）復習カードを書く。

漢文（名家の文章）② （復習）復習カードを書く。

漢文（名家の文章）③ （復習）復習カードを書く。

表現（２）① スピーチの準備をし、スピーチする。

・インタビューシートとスピーチメモの作り方を理解
できる。
・スピーチメモをグループで修正し、修正したメモを
もとにスピーチを練習する。
・クラスメイトの前でスピーチする

（復習・予習）スピーチメモ
を完成させ、スピーチの練
習をする。

表現（２）②

表現（２）③

後期中間試験

評論（３）① 榎本博明「自己とは一つの物語である」をもとに評
論文の読み方を高める。

パラグラフ・リーディングができる
・全体の構造が理解できる
・論理マーカーを利用して、パラグラフの論理構造
を理解できる
・指示語の指示内容を説明できる
・キーワードを説明できる
・トピック・センテンスとトピックを理解できる
・筆者の意見を要約できる

（復習）復習カードを書く。

評論（３）② （復習）復習カードを書く。

評論（３）③ （復習）復習カードを書く。

評論（３）④ （復習）復習カードを書く。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）



科目名 国語Ⅱ（古文）　（Japanese Ⅱ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 30 時間

担　当　教　員 【非常勤】　講師　三浦　美枝　（【副担当】　准教授　赤迫　照子)

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

１．読む力：文法事項を理解し、作品を読解できる。歴史的仮名遣いで書かれた古文が読める。
様々な視点から古典文学に親しむことができる。文学史の基礎知識を習得できる。読書を楽しむことが
できる。　
　　
　　
　　
　　
　　

第2学年
機械工学科
電気工学科

制御情報工学科
履修 1 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

文法事項を理解し、作品
を鑑賞できる。多様な視
点で古典文学を鑑賞でき
る。文学史の流れを把握
できる。

文法事項を理解し、作品を
読解できる。様々な視点か
ら古典文学に親しむことが
できる。史的な流れを意識し
ながら、文学史の基礎知識
を習得できる。

文法事項の理解は不十
分であるが、作品を読解
できる。古典文学に親し
むことができる。文学史
の基礎知識を習得でき
る。

文法事項が理解できず、
作品を読解できない。古
典文学に親しむことがで
きない。文学史の基礎知
識を習得できない。

到達目標
③

文のリズムを意識しなが
ら適切に音読できる。根
拠を明示し、説明手順を
意識しながら自分の意見
を述べることができる。

適切に音読できる。根拠
を明示しながら自分の意
見を述べることができ
る。

音読ができる。自分の意
見を述べることができ
る。

音読ができない。自分の
意見を述べることができ
ない。

到達目標
④

授業のポイントを的確に
聞き取って情報を整理
し、ノートのまとめ作業に
繋げることができる。

授業のポイントを的確に
聞き取り、情報を整理で
きる。

授業のポイントを的確に
聞き取ることができる。

授業のポイントを聞き取
ることができない。

学習・教育到達目標 （Ｇ）① JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 40 40 10 10 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【論理的思考力】

○ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

到達目標
②

本文をノートに書写した
上で授業の内容をノート
にまとめ、適宜見直すこ
とができる。

本文をノートに書写した
上で授業の内容をノート
にまとめることができる。

本文をノートに書写した
上で授業の内容をノート
にメモをすることができ
る。

本文をノートに書写でき
ない。授業の内容をノー
トにメモすることができ
ず、板書も写せない。



学　習　上　の　留　意　点

・提出物については、締め切りを厳守し、必ず提出すること。
・授業中プリントを配布するので、ノートに張り付けるなどして、必要な時にすぐ見ることができるように各自整理すること。
・補助教材の国語便覧を十分に活用すること。各作品の学習前に、関連するページに目を通しておくこと。

　　日本古典文学における様々なジャンルから代表的な作品を取り上げて鑑賞します。　毎時間古文の音読を行いますの
で、まずは音読によって日本語の美しさを味わいましょう。それから作品を読みながら、基本的な古文常識や文法事項を学習
します。作品の読解を通して、時代によって変わっていくもの（人々の生活・風習・ものの考え方など）と、現代の私達も共感で
きる、時代を経ても変わらない人間の情感を読み味わっていきます。先人達が残して、そして永永受け継がれてきた古典文
学作品に触れることで、ものの感じ方・考え方を広く豊かにして、人生をより豊かなものにしていきましょう。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 国語Ⅰ

教科書 「古典Ｂ」（第一学習社）

補助教材等 「カラー版新国語便覧」（第一学習社）、国語辞書



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ガイダンス ・シラバスを読み、授業の概要、学習到達目標、成
績評価方法等を理解する。

予習と復習：シラバスを熟
読する。

予習：本文のノートへの書
写。古語の意味調べ
復習：本文の書写に口語
訳を書き添える。

総　授　業　時　間　数 30 時間

試験返却・解答解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った上で、
正答を理解する。
・一年間のまとめができる。

物語『源氏物語』
「光る君誕生」

・『源氏物語』についての文学的知識を習得する。　
・文中の古典文法や古語を学習しつつ読解し、人
物の心の動きを表現に即して読みとる。

予習：本文のノートへの書
写。古語の意味調べ
復習：本文の書写に口語
訳を書き添える。

歴史物語『大鏡』
「道長と伊周ー弓争ひー」

・『大鏡』についての文学的知識を習得する。
・文中の古典文法や古語を学習しつつ読解し、人
物の行動、造形、心情を的確に読み取る。

予習：本文のノートへの書
写。古語の意味調べ
復習：本文の書写に口語
訳を書き添える。

前期末試験

試験返却・解答解説 ・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。　　　　　・
何をどのように間違えたのかを振り返った上で、正
答を理解する。

随筆『方丈記』
「ゆく川の流れ」

随筆『枕草子』
「春はあけぼの」
「雪のいと高う降りたるを」

・『方丈記』についての文学的知識を習得する。
・文中の古典文法や古語を学習しつつ読解し、筆
者の時代のもののとらえ方・考え方を理解する。
・『無常観』について理解する。

・『枕草子』についての文学的知識を習得する。　
・文中の古典文法や古語を学習しつつ読解し、そこ
に現れた作者の個性を読みとる。　
　　
　　
　　
　　
・第二百八十段の文章の表現から、筆者と中宮定
子との心のふれあいを読み解く。

物語『源氏物語』
「光る君誕生」

・文中の古典文法や古語を学習しつつ読解し、人
物の心の動きを表現に即して読みとる。

予習：本文のノートへの書写。古
語の意味調べ
復習：本文の書写に口語訳を書
き添える。

前期中間試験

予習：本文のノートへの書
写。古語の意味調べ
復習：本文の書写に口語
訳を書き添える。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）
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